
「国際競技大会の招致」講座

3-2 招致大会に関する事前調査

招致戦略の立案



招致大会に関する事前調査
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情報収集

招致大会に関する事前調査

情報収集・ターゲット設定 全体像

情報収集・ターゲット設定：全体像

プロセス

情報収集

ターゲット設定

国際競技団体等との
事前折衝や予備調査

国や開催都市との
事前折衝や合意形成

招
致
対
象
に
関
す
る
情
報
収
集
及
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定

留意点

1

収集すべき情報は多岐に渡る

• IFの国際戦略及び関係性
• NFの方向性（経営戦略）
• 国際競技界におけるポジション
• 招致都市の方向性
• 保有施設等の状況
• 招致プロセス
• 開催にあたっての条件

IF・NFの意向は様々。ケースにより重要な情報が異なる

競技AのNF

• 国内外で競技の影響力が弱まっていることが課題
• 都市のランドマークを生かす演出を行い、当該競技の印象的な

発信に繋げ、競技人口の増加を狙いたい

競技BのIF

• 国際世論の要請等を背景に、サステナビリティに注力
• 緑地や自然との調和をコンセプトに、クリーンな大会の実現を目

指したい

開催に必要な条件を理解している関係者と
コミュニケーションを緊密にとることが大切

• 限られた期間で十分な事前調査を
行うには、大会に応じて、優先度を
付けて取り組む必要

• また、開催契約締結後、その内容
変更は難しいことが多い

ファシリティの強みを
活かせるか？

自治体の文化や
伝統にフィットするか？

ターゲット設定2

情報を様々な観点で評価し、適切な招致ターゲットを選定

IF・NFの方針と
齟齬はないか？

・・・

手引き
P.31,32
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招致大会に関する事前調査

AJRUアジアジャンプロープ選手権／IJRU世界ジャンプロープ選手権の場合

情報収集・ターゲット設定：具体事例

AJRUアジアジャンプロープ選手権／IJRU世界ジャンプロープ選手権事例

NF職員がAF職員を兼任する中で持つネットワークやIFとの直接のネットワークを生かし、NF
がハブとなって、アジア選手権と世界選手権の連続招致を決定

川崎市

✓ 2024年に川崎市が市制100周年を迎えるに
あたり、国際大会の誘致・開催ができないか？

✓ 市が持つストリートカルチャーの強みを生かし、
シティブランディングに繋がる競技の誘致が
できないか？

NF

川崎市は、羽田空港から近く、駅からのラストマイル※にホテルや商業施設等が多くあ
るため海外の方に楽しんでいただきやすい。また、元々お付き合いがあり、会場も使い
慣れている！

✓ NFから川崎市に対して大会開催を打診し、誘致を決定

✓ オリンピック競技を目指す中で、IFから日本で
の世界大会開催を望まれている

✓ 東京2020大会を契機に、スケートボードなど
他のアーバンスポーツの人気が向上している。
ジャンプロープの人気拡大も狙いたい

AF・IF

※ラストマイル：競技大会に関する文脈において、競技会場周辺における最寄り駅等から競技会場出入口に至る徒歩ルート
を指す。観客シャトルバスの乗降場を設置する場合、観客利用想定駅・競技会場出入口と乗降場との間の徒歩ルートを含む

※AF：アジア地域における競技統括団体の略称（Asian Federation）

川崎市は若者文化の認知度向上・
機運醸成を実施し、若い人たちが集い、

挑戦できる環境づくりに向けた施策に取り組む

世界選手権の様子（2025年）。
2,600名を超える選手団が集結

YOKOHAMA URBAN SPORTS
FESTIVAL ’23の様子（2023年）。

日本では特にアーバンスポーツの
人気が高く、2日間で計7万人を動員

アジア選手権の様子（2024年）。
公式国際大会を初めて日本で開催

手引き P.32
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招致大会に関する予備調査

招致大会に関する事前調査

国際競技団体等/国や開催都市との事前折衝や予備調査・合意形成 全体像

国際競技団体等/国や開催都市との事前折衝や予備調査・合意形成：全体像

プロセス

情報収集

ターゲット設定

招致大会に関する
予備調査

国際競技団体等や
国・開催都市との事前

折衝・合意形成

招
致
対
象
に
関
す
る
情
報
収
集
及
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定

留意点

3

メイン・サブ電源・発電機
の整備基準はどれほどか

電源

開催に際し、掛かる
予算はどれほどか

予算

求められる施設の数、
クオリティはどれほどか

ファシリティ

国際放送に必要な機材・
ケーブル等はあるか

通信インフラ

どのような輸送手段が、
どれほど必要か

輸送

選手・観客の総量に
対しどれほど必要か

宿泊

• 予備調査の項目は多岐に渡る
• 大会によって調査項目と基準は異なる
• 事前折衝での交渉点をあぶり出すことが重要

国際競技団体等や国・開催都市との事前折衝・合意形成4

サービスレベルの確認 サービスレベルの調整

招致主体

開催都市

輸送手段 XXX を、YYY
用意する必要がある

輸送手段 XXX は、
ZZZ 用意できる想定。
従って、その基準には未達

招致主体

IF

足りない輸送手段 XXX の
代わりにAAA を用意する

AAA により、輸送機能を
リカバリーすることが可能と
判断する

予備調査をもとに、事実関係を
改めて確認することが肝要

開催に係る条件は流動的で、
IFへの譲歩交渉も手段の一つ

• 招致主体は、国際競技団体や国・開催都市と、
サービスレベルの確認や調整等に関して、綿密に
繰り返し、コミュニケーションを進めることが重要である

• また、コミュニケーションに際して、特定の知見やスキ
ルが必要なテーマもあるため、状況に応じ、専門人
材を登用、対応していくことも重要である
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招致大会に関する事前調査

東京2020大会・神戸2024世界パラ陸上の場合

国際競技団体等や国・開催都市との事前折衝・合意形成：具体事例（招致プロセス）

事例１）東京2020大会

2011

2013

※IOC:国際オリンピック委員会の略称
(International Olympic Committee)

1 国内の戦略広報の実施

2 立候補ファイル提出

3 国際広報の実施

4 プレゼンテーション準備

6 IOC※評価委員会訪問

7 テクニカルブリーフィング

5 渉外活動

開催決定

上図は各関係者へのヒアリングをもとに事務局作成

手引き P.33

事例２）神戸2024世界パラ陸上

1 IPC
※
等の関係者による

会場視察及び意見交換

2018

2019

開催決定
※IPC:国際パラリンピック委員会の略称
(International Paralympic Committee)

2 立候補ファイルの提出



招致戦略の立案
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招致戦略の立案

招致戦略の立案 全体像

招致戦略の立案：全体像

招致対象に関する情報収集
及びターゲット設定

プロセス

招
致
戦
略
の
立
案

招致構想の策定

スケジュールの策定

1

留意点

招致構想の策定

招致の中心となる項目

大会のコンセプト 財政計画 スケジュール

構想策定段階でも、緻密に練っておく必要

それ以外の項目

競技種目

後段で具体検討するため、概要レベルで策定

会場の候補 国際放送・映像

スケジュールの策定2

大会招致

運営組織の
組成

FAごとの
計画準備
会場ごとの
計画準備
机上演習/
運営テスト

本大会運営

組織の解散

• 事前調査、招致構想の策定、招致戦略の検討
• 招致体制の決定、招致活動の実施等
• 運営組織の組成
• 組織の運用（基本計画や制度の設計）等
• 全FAに共通したFAOPの策定
• 各FA別の計画の策定等
• FAごと計画を踏まえた会場別の計画策定
※単一会場で実施する場合はなし

• 机上・無線・既存イベント等を利用した大会本番時の
運営訓練等

• 各会場の運営
• イシュー／リスクの管理等
• 財産処分・継承、アーカイブ処理
• 開催効果の測定、組織解散処理等

• 大会開催のライフサイクルに沿って、招致の準備から大会運
営組織の解散までの大まかなスケジュールを立てる本

大
会
開
催
ま
で
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

招
致
決
定
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

• 大会招致に関する、より詳細のスケジュールを立てる
• 大会主催者が設定するスケジュールから逆算し、必要書類

の準備や関係者との折衝、広報業務などについて、スケジュ
ールを策定する

１

手引き
P.34,35
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IFSCクライミングワールドカップB&Lコンバインドいわて盛岡2022・愛知・名古屋アジア競技大会の場合
招致戦略の立案

具体事例：招致戦略の立案

IFSCクライミングワールドカップB&Lコンバインドいわて盛岡2022

概
要

• 大会招致の決定から開催までの期間が短く限られた期間の中で準備を
実施した事例

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

2022年
• IFSCが中国で予定されていた2大会の中止を発表

（2022年9~10月）。
主要因は、当時の新型コロナ関連の制限

• 上記もあり、IFから大会開催の打診を受ける

5月

6月

9月

10月
• 9日、盛岡市がプレイベントを実施
• 20~22日、大会本番を開催

• JMSCAが大会概要・取材案内を公開
• 会期・会場・種目を明示

7月 • 実行委員会を立ち上げ

• 岩手県が本大会を含むイベントのボランティア募集を
告知

• 大会実施のための体制づくりが本時点で始動

愛知・名古屋アジア競技大会

概
要

• 大会招致のための初期構想を策定した事例

構
想
の
内
容

会場の候補

財政計画

大会のコンセプト

1. アスリートファーストの視点
2. 既存施設の活用
3. 先端技術の駆使
4. 伝統と県民・市民性に触れるおもてなし
5. アジア競技大会の開催を誇りに、さらなるスポーツ文化

の普及へ貢献

• 大会主催者負担経費：850億円
└運営経費：440億円
└競技会場仮設整備費：110億円
└選手村仮設整備費：300億円

競技種目 交通・輸送

・・・

手引き P.35
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